
清
末
に
お
け
る
宋
儒
学
風
の
再
興

別

府

淳

夫

序

乾
隆
(
一
七
一
ニ
六
1

九
五
)
、
嘉
慶
(
一
七
九
六
l
一
八
二

O
)
年
問
、
最
盛
期
に
あ
っ
た
考
証
を
主
と
す
る
漢
学
の
研
究
は
、
道
光
(
一
八
二
一

l
五

O
)
以
後
徐
々

に
後
退
し
、
清
朝
の
学
術
と
思
想
の
動
向
は
新
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
の
変
化
は
公
羊
学
の
勃
興
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
経
学
の
研
究
が
主
に
東
漢
の
古
文
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
が
、

西
漢
の
み
f

文
を
も
対
象
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
。
西
漢
今
文
学
、
特
に
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
が
高
ま
る
中
で
公
羊
学
者
が
相
次
い
で
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
の
変
化
は
宋
儒
学
風
の
再

興
で
あ
る
。
乾
・
嘉
の
こ
ろ
は
宋
儒
の
義
理
を
一
言
う
者
は
排
斥
さ
れ
る
の
が
学
問
の
世
界
に
お
け
る
大
勢
で
あ
っ
た
が
、
道
光
以
後
は
漢
学
・
宋
学
兼
釆
の
経
学
家
が
名

を
残
し
て
い
る
。

学
術
や
思
想
が
そ
の
時
代
に
も
た
ら
し
た
影
響
の
大
き
さ
を
比
較
す
る
と
き
、
宋
儒
学
風
の
蒋
輿
は
、
清
末
公
羊
学
派
が
与
え
た
も
の
の
よ
う
に
は
大
き
な
力
に
は
成

り
得
な
か
っ
た
が
、
時
代
を
動
か
す
と
い
う
意
味
で
、
存
在
意
義
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
宋
儒
の
思
想
が
見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
の
中
に
は
、
思
想
史
的
に
見
て
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
意
味
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
小
論
は
「
清
末
に
お
け
る
朱
子
学
の
研
究
」
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
清
末
朱
子
学
研
究
の
状
況
を
、
朱
次
埼
(
一
八

O
七

i
八
一
)

の
思
想
と
人
物
を
介
し
て
探
る
と
同
時
に
、
朱
子
を

尊
崇
し
た
朱
次
埼
が
そ
の
弟
子
康
有
為
(
一
八
五
人

l
一
九
二
七
)

に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

道
光
以
後
の
宋
儒
学
風
の
再
興
に
つ
い
て
は
桐
城
派
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
桐
城
派
は
当
時
の
漢
学
者
が
宋
儒
の
義
理
を
排
す
る
状
況
に
際
し
て
、

一
方
で
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清
末
に
お
け
る
宋
儒
学
風
の
再
興

は
朱
子
の
学
風
、を
受
け
継
ぎ
、
義
理
の
学
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
考
証
学
を
重
ん
じ
、

さ
ら
に
唐
宋
人
家
の
詞
章
に
重
き
を
置
く
一
派
で
あ
る
。
方
志
(
一
六

六
八
i
一
七
四
九
)
、
劉
大
魁
(
一
六
九
八
i
一
七
七
九
)
、
挑
部
(
一
七
三
一

l
一
八
一
五
)

か
ら
始
ま
る
が
、
一
一
一
子
が
皆
安
徽
禍
城
の
人
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
称

は
そ
の
著
『
漢
学
商

(
2
)
 

党
』
で
、
毛
奇
齢
、
閣
若
球
、
拐
、
相
、
恵
棟
、
万
斯
向
、
戴
震
な
ど
漢
学
者
の
ほ
と
ん
ど
を
掲
げ
、
そ
の
宋
儒
を
闘
け
、
朱
子
を
攻
む
る
者
に
反
駁
を
加
え
て
い
る
。
梁

が
あ
る
。
当
時
の
学
界
の
傾
向
に
反
し
て
、
宋
儒
を
学
問
の
宗
と
し
た
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
な
か
で
も
方
東
樹
(
一
七
七
二

i
一
八
五
ご

を
強
く
願
う
よ
う
に
な
っ
た
、

は
、
方
東
樹
の
こ
の
書
が
清
代
の
き
わ
め
て
価
値
あ
る
書
物
で
、
こ
の
書
物
が
出
た
後
、
漢
学
を
治
め
る
者
は
漢
学
と
宋
学
と
の
調
和

〈

3
〉

と
述
べ
て
い
る
D

啓
超
(
一
八
七
三
i

一
九
二
九
)

(
4
)
 

公
羊
学
の
勃
興
、
宋
儒
学
風
の
再
興
な
ど
清
朝
学
術
・
思
想
の
動
向
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
動
き
か
ら
来
る
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
漢
学
の
研

究
が
最
盛
期
に
あ
っ
た
乾
隆
・
嘉
慶
年
問
、
特
に
高
宗
乾
隆
帝
の
治
世
は
、
清
朝
の
支
配
体
制
が
整
備
さ
れ
、
学
者
は
「
実
事
求
是
」
、
「
無
徴
不
信
」
と
い
う
学
問
の
新

し
い
研
究
方
法
に
よ
っ
て
、

ひ
た
す
ら
研
究
に
専
念
し
得
た
時
代
で
あ
る
。
皇
帝
に
よ
る
儒
学
奨
励
策
は
、
裏
面
よ
り
見
れ
ば
学
者
の
口
を
封
じ
る
巧
妙
な
統
治
手
段
で

あ
っ
た
が
、
聡
明
魁
呉
の
士
は
、
太
平
の
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
学
問
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
ら
さ
る
を
得
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
経
学
の
研
究
を
中
心
と
し
な
が
ら

も
、
そ
の
研
究
の
成
果
は
小
学
、
音
韻
学
、
史
学
、
天
文
学
、

地
理
学
、
金
石
学
、
校
勘
学
な
ど
多
方
面
に
及
ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
乾

嘉
の
考
証
学
は
学
問
の
分
野
で
多
大
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
政
治
の
分
野
に
か
か
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
強
大
な
支
配
力
を
持

つ
清
朝
の
統
治
体
制
が
政
治
へ
の
干
渉
を
封
じ
る
圧
力
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
実
際
に
体
験
さ
れ
て
い
る
太
平
の
世
が
、
儒
者
た

(
5
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ち
に
政
治
に
か
か
わ
る
こ
と
の
必
要
性
を
敢
え
て
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
清
代
初
期
に
は
な
お
強
く
残
っ
て
い
た
経
世
致
用
の
学
風
が
後
退
し
、
学
問

が
実
践
と
の
関
わ
り
を
減
じ
、
宋
学
が
排
さ
れ
る
原
因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
D

し
か
し
、
十
九
世
紀
に
入
る
と
中
国
が
経
験
す
る
内
憂
外
忠
に
そ
の
体
制
は
揺
ら
ぎ
は
じ
め
、
人
心
も
次
第
に
解
放
さ
れ
る
。
経
世
致
用
の
学
が
再
興
し
、
学
問
が
実

践
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
儒
教
は
漸
く
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
。
即
ち
、
十
九
世
紀
に
活
躍
し
た
清
末
公
羊
学
派
の
人
び
と
は
経
世
致
用
の
学
を
標
拐
す
る
。
説

源
(
一
七
九
四

l
一
八
五
七
)

の
『
海
国
図
士
山
』
は
現
実
の
政
治
を
動
か
す
力
を
持
っ
て
い
た
し
、
康
有
為
の
『
孔
子
改
制
考
』
は
、
変
法
理
論
を
提
供
し
、
彼
自
身
が

清
朝
の
政
治
に
参
加
し
、
改
革
の
政
策
を
断
行
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
そ
の
行
動
を
支
え
た
思
想
の
官
官
で
あ
る
。

宋
儒
学
風
の
再
興
も
ま
た
時
代
の
変
化
に
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
D

隊
法
(
一
八
一

O
|八
二
)

は
、
百
年
来
の
漢
学
が
考
据
に
精
し
い
ば
か
り
で
、
義
理
を



(
6
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発
明
し
て
世
人
を
覚
醒
し
な
か
っ
た
こ
と
が
世
道
を
衰
乱
さ
せ
た
原
因
だ
と
述
べ
、
朱
次
碕
は
、
考
据
家
が
つ
ま
ら
な
い
文
章
に
と
ら
わ
れ
て
道
を
害
し
て
い
る
弊
を
数

〈

7
〉

う
に
は
、
実
学
を
始
め
る
よ
り
他
に
方
法
が
な
い
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宋
儒
学
風
の
再
興
は
、
時
代
の
要
望
に
応
え
る
と
い
う
面
で
は

定
の
役
割
り
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
、
当
時
の
学
風
を
変
え
る
こ
と
で
も
功
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
哲
学
の
再
興
と
い
う
点
で
は
限
界
を
も
た
さ
る
を
得
な
か
っ
た
。
宋
儒
、
な
か
ん

ず
く
朱
子
の
学
問
と
全
一
面
的
に
向
か
い
合
う
に
は
、

ま
だ
機
が
熟
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

朱
次
埼
の
学
風(

8
)
 

朱
次
靖
、
字
は
雅
圭
一
、
ま
た
子
喪
と
い
う
。
燥
有
為
と
同
じ
く
広
東
南
海
県
の
出
身
で
あ
る
。
五
十
歳
以
降
、
故
郷
九
江
で
学
を
講
じ
た
と
こ
ろ
か
ら
学
者
よ
ん
で
九

江
先
生
と
称
し
た
。
五
歳
、
始
め
て
塾
に
入
り
叔
誌
修
よ
り
学
を
受
く
。
七
歳
で
詩
を
為
し
、
十
三
歳
の
と
き
両
広
総
督
で
あ
っ
た
院
一
元
に
謁
し
、
命
に
よ
り
「
黄
木
湾

観
海
詩
い
を
作
り
、
腕
一
克
を
し
て
大
い
に
驚
嘆
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
光

十
七
年
(
一
八
四
七
)
、

四
十
一
歳
の
と
き
進
士
と
な
り
、
知
県
と
し
て
山
西
に

赴
く
。
四
十
六
歳
の
と
き
単
身
山
西
の
袈
陵
に
赴
き
儒
を
以
て
治
を
為
す
。
居
る
こ
と
百
九
十
日
、
風
教
を
山
口
閉
め
、
文
教
を
興
し
、
駅
営
を
置
き
、
劇
盗
を
捕
え
、
狼
忠

を
駆
し
、
政
化
大
い
に
行
わ
る
。
任
代
わ
っ
て
袈
陵
を
去
る
と
き
に
は
、
人
び
と
慈
母
を
失
う
如
く
で
あ
っ
た
と
い
う
。
五
十
歳
、
故
郷
九
江
に
帰
り
、
茅
斎
を
構
え
、

書
万
巻
を
度
し
、
そ
の
中
に
歌
饗
す
。
学
に
従
う
者
と
舎
を
分
か
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
別
竪
に
居
る
こ
と
を
詰
わ
れ
、
こ
れ
よ
り
七
十
五
歳
で
没
す
る
ま
で
、
九
江

に
あ
る
礼
山
の
麓
で
学
を
講
じ
た
。
同
治
一
五
年
(

八
六
一
一
)
五
十
六
歳
、
天
子
即
位
の
年
、
朝
に
お
い
て
広
く
人
材
を
求
め
た
と
き
、
朱
次
埼
も
召
用
さ
れ
た
が
、
疾

を
以
て
赴
か
ず
、
光
緒
七
年
(
一
八
八
一
)
七
十
五
歳
、
死
の
六
か
月
前
に
荷
広
総
督
張
之
洞
ら
の
奏
閣
に
よ
り
、
五
口
問
卿
衡
を
加
え
て
賞
せ
ら
れ
た
。

に
『
国
朝
名
庄
一
一
一
一
同
行
録
』
(
朱
子
に
法
っ
た
も
の
)
、
『
間
報
逸
民
伝
』
、

3
1
史
実
徴
録
』
(
宋
・
遼
・
金
・
一
克
・
明
の
歴
史
に
よ
っ
て
み
f

に
資
そ
う

と
し
た
も
の
)
、
『
晋
乗
』
、
他
に
書
名
は
定
ま
ら
な
い
が
、

の
『
明
儒
学
案
』
に
倣
っ
て
ま
と
め
た
清
朝
の
儒
家
を
論
じ
た
も
の
、
及
び
蒙
古
に
つ
い
て
記
し
た

も
の

の
七
番
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の

は
朱
次
埼
が
死
を
迎
え
る
に
至
っ
た
と
き
に
、
未
だ
著
者
の
意
を
満
た
す
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

『
年
譜
』
七
十
五
歳
の
条
に
よ
れ
ば
、
光
緒
一
ニ
年
の
冬
(
朱
次
局
七
十
一
歳
)
、
門
人
が
師
の
著
述
に
つ
い
て
問
う
た
と
き
、
彼
は
こ
れ
ら
七
蓄
に
つ
い
て
述
べ
、
「
著
述

は
名
を
成
す
為
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
自
分
の
蓄
が
天
下
に
役
立
つ
も
の
と
な
れ
ば
、
名
は
伝
わ
ら
な
く
て
も
憾
は
無
い
。
し
か
し
、
自
分
は
身
体
が
衰
え
て
き
て
い
る

の

は
脱
稿
し
て
い
な
い
。
完
成
し
た
蓄
を
伝
え
る
に
は
時
が
必
要
で
あ
る
」
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
朱
次
清
は
亡
く
な
る
年
の
八
月
、
家
人
の
出
入
を
一
切
謝
絶
し
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清
末
に
お
け
る
宋
儒
学
風
の
再
興

四

の
完
成
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
が
、
十
月
疾
作
り
、
事
の
卒
え
難
き
を
知
り
、
遂
に
自
ら
そ
の
稿
を
熔
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

草
稿
の
焼
却
に
つ
い
て
は
種
々
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
『
年
譜
』
の
一記
述
を
も
と
に
多
少
補
足
し
て
考
え
て
み
る
と
、

ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
凸

「
朱
次
南
の
著
述
の
目
的
は
自
ら
の
志
を
天
下
に
伝
え
る
こ
と
に
あ
っ
て
名
を
成
す
為
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
詩
・
書
・
礼
記
な
ど
の
古
典
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
古
人

は
こ
れ
ら
の
審
物
を
後
世
に
伝
え
た
が
、
そ
の
作
者
の
名
は
尽
く
伝
え
て
は
い
な
い
D

著
述
の
士
山
は
名
を
為
す
こ
と
に
は
な
い
。
し
か
る
に
、
彼
が
死
を
間
近
に
控
え
て

蓄
が
成
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
最
早
志
を
天
下
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
蓄
を
遺
せ
ば
、
そ
れ
は
名
を
成
す
為
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
で

あ
ろ
う
D

今
は
其
の
目
録
の
み
を
存
し
て
、
敢
え
て
著
述
は
遺
さ
ず
、
後
人
、
が
朱
次
埼
の
土
心
を
成
す
こ
と
を
奨
う
に
し
く
は
な
い
」
。

朱
次
碕
が
没
し
た
後
、
門
人
は
猶
礼
山
に
居
り
、
去
る
に
忍
び
ず
、
遂
に
洞
を
築
き
之
れ
を
紀
っ
た
が
、
後
年
門
人
た
ち
は
師
の
詩
文
を
蒐
め
、
『
朱
九
江
先
生
集
』
と

(
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し
て
刊
行
し
た
。

小
野
川
秀
美
氏
に
よ
れ
ば
、
朱
次
埼
が
郷
里
礼
山
の
麓
で
学
を
講
じ
た
と
き
、
門
弟
は
百
数
十
人
、
山
西
に
い
た
と
き
の
弟
子
に
も
来
り
学
ぶ
者
が
あ
り
、

(m) 

後
朱
子
の
称
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

山
西
で
は

『
年
譜
』
五
十
二
歳
の
条
に
は
、
「
誹
学
大
旨
」
な
ど
朱
次
碕
の
思
想
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、

以
下
、
こ
の
条
を
整
理
し
、
彼
の
諒
学
の
学
風
を
窺
う

参
考
に
し
た
い
。

① 

朱
子
の
尊
崇

八
孔
子
残
而
微
言
絶
、
七
十
子
終
而
大
誼
荘
、
山
一旦
不
然
哉
。
天
下
学
術
之
変
久
突
、
今
日
之
変
、
則
変
之
変
者
也
。
一
役
人
減
学
、
卒
猶
未
段
。
漢
之
学
、
鄭
康
成
集

之
、
宋
之
学
、
朱
子
集
之
。
朱
子
又
即
漢
学
而
稽
之
者
也
。
合
同
六
経
、
権
衡
四
世
一回
、
使
孔
子
之
道
、
大
著
於
天
下
。
宋
末
以
来
、
殺
身
成
仁
之
士
、
遠
軟
前
古
、

皆
朱
子
力
也
。
朱
子
百
世
之
師
也
。

V
(
「
諸
学
大
旨
」

冒
頭
の
文
〉

孔
子
没
し
て
徽
言
絶
え
、
七
十
子
生
を
終
り
て
大
説
話
す
。
学
術
の
変
で
あ
る
。
こ
れ
は
朱
子
が
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
孔
子
の
道
が
大
い
に
天
下
に
著
れ

た
の
で
占
め
る
。

朱
次
晴
は
鮮
康
成
を
漢
学
の
集
大
成
者
、

朱
子
を
宋
学
の
集
大
者
と
し
つ
つ
も

朱
子
を
鮮
玄
以
上
に
尊
崇
す
る
。
彼
の
朱
子
に
対
す
る
見
方
は
、
右
の

文
の

「
漢
学
に
つ
い
て
も
十
分
考
察
を
加
え
、

六
経
を
合
一
し

四
書
を
比
較
し
て
、

孔
子
の
道
を
大
い
に
天
下
に
著
し
た
。

宋
末
以
来
、
身
を
殺
し
て
仁
を
為
す
土
が

多
く
、
遠
く
前
古
に
過
ぎ
る
の
は
皆
朱
子
の
力
に
よ
る
。

朱
子
は
百
世
の
'
師
で
あ
る
」

の
一
一
一
一
口
業
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。



八
事
師
無
犯
無
隠
鷲
者
也
、
然
而
攻
之
者
互
起
。
有
明
挑
江
之
学
、
以
致
良
知
為
宗
、
則
攻
朱
子
之
格
物
。
乾
隆
中
葉
至
於
今
日
天
下
之
学
、
多
尊
漢
市
退
宋
、
以

考
据
為
京
、
則
攻
朱
子
為
空
疎
。

朱
子
也
、
而
攻
之
者
、
題
相
矛
盾
c

喜
子
術
之
変
、
十
μ
未
有
其
変
也
。
〉
(
前
掲
の
「
朱
子
百
世
之
師
也
」
に
接
続
す
る
文
)

師
に
仕
え
る
に
は
、
『
礼
一
記
』
「
檀
弓
篇
」
の
「
無
犯
一
間
無
隠
」
の
よ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
然
る
に
、
朱
子
を
攻
む
る
者
が
入
り
替
り
立
ち
替
り
起
こ
っ
て
き

た
。
明
の
王
陽
明
は
致
良
知
の
説
を
自
ら
の
宗
旨
と
し
て
朱
子
の
格
物
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
攻
め
、
乾
隆
の
中
葉
以
降
今
日
に
至
る
天
下
の
学
問
は
、
そ
の
多
く
が
漢

学
を
尊
び
、
宋
学
を
退
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

(
「
突
事
求
是
」
、
「
位
一
徴
不
信
」
の
)
考
証
学
を
宗
旨
と
し
て
、
朱
子
を
攻
む
る
に
空
疎
と
な
し
て
い
る
。
朱
子

は
一
人
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
を
攻
む
る
者
は
、
(
或
い
は
格
物
を
そ
の
理
由
と
し
、
或
い
は
空
疎
を
そ
の
理
由
と
し
て
)

互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
。
学
術
の
変
は
あ
っ
て

も
、
古
は
そ
の
変
が
ま
た
変
ず
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
八
日
l
は
変
が
ま
た
変
じ
て

(
朱
子
は
常
に
排
さ
れ
続
け
て
い
る
。
)

八
読
書
者
格
物
之
事
也
。
王
挑
江
講
学
、
議
朱
子
読
書
臼
致
良
知
也
。

学
者
行
之
、
流
弊
三
百
余
年
〉
(
『
年
譜
』
五
十
二
裁
の
条
)

こ
れ
は
先
の
文
に
接
続
す
る
文
で
は
な
い
が
、
先
の
文
の
文
意
を
よ
く
同
又
け
て
い
る
口
朱
次
埼
に
と
っ
て
王
陽
明
の
致
良
知
の
学
は
、
流
弊
一
一
一
百
余
年
の
根
元
と
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。
陽
明
の
致
良
知
は
、
朱
子
の
格
物
に
反
し
た
結
果
と
し
て
そ
の
末
流
は
空
疎
の
学
に

た
が
、
こ
の
空
疎
に
抗
し
て
起
こ
っ
た
清
代
の
考
証
学
も
朱

子
を
排
し
た
。
し
か
し
、
清
代
の
考
証
学
は
、
朱
子
を
排
し
、
朱
子
の
格
物
を
排
す
る
が
ゆ
え
に
経
世
致
用
の
学
に
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

八
読
書
者
何
也
、
読
書
以
明
理
、
明
理
以
処
事
、
先
以
自
治
其
身
心
、

随一

m応
天
下
国
家
之
用
。
〉
(
『
年
譜
』
主
十
二
歳
の
条
)

格
物
の
事
で
あ
っ
た
朱
次
埼
の

は
、
本
来
、
天
下
回
家
の
用
に
応
J
7
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
口

①
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
朱
次
埼
は
朱
子
を
尊
崇
し
、
朱
平
」
と
毘
ハ
説
の
王
陽
明
を
攻
撃
し
、
朱
子
を
排
除
す
る
考
証
学
を
弊
を
も
た
ら
す
も
の
と
す
る
。

玉
学
末
流
が
空
理
空
論
の
学
風
に
箆
し
、
考
証
学
が
'
経
世
致
用
の
学
に
程
古
川
地
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
は
朱
子
を
排
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

② 

実
学
の
重
視

〈
韓
子
一
訳
、
土
不
通
経
、
果
不
足
用
。
然
則
通
経
将
以
致
用
也
。
不
訂
d

以
執
一
也
、

不
一
円
以
護
笠
。
学
之
市
無
用
者
、
非
通
経

-mwv

執
一
、
噌
瑛
は
そ
れ
ぞ
れ
王
学
、
清
朝
考
証
学
の
学
風
を
指
し
て
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
学
問
は
い
ず
れ
も
経
典
を
学
ん
で
而
も
社
会
に
益
な
き
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
清
朝
考
証
学
を
問
題
に
す
る
の
は
、
そ
れ
が
世
の
中
の
役
に
立
た
な
い
学
問
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
清
学
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
「
瑛
文
を
猟
し
、
大
誼
を
議
し
、
叢
脱
に
し
て
無
用
な
る
も
の
」

五
十
二
歳
の
条
「
詩
学
大
旨
」
)

と
断
じ
た
当
時
の
学
界
の
傾
向
を
打
破
す

哲
学
・
思
想
論
集

第
十
一
一
号

五



清
末
に
お
け
る
朱
儒
学
風
の
再
興

-'-
/'¥ 

る
た
め
に
、
彼
は
実
学
を
提
唱
す
る
。

八
孔
子
日
、
徳
之
不
備
、
学
之
不
詩
、
是
吾
憂
也
。
吾
今
為
二
三
子
告
、
新
至
於
古
之
実
学
而
己
失
。
学
孔
子
之
学
、
無
漢
学
無
宋
学
也
、
儒
身
読
書
此
其
実
也
、

ニ
ゴ
一
子
其
悲
於
斯
口
〉
(
「
諸
学
大
旨
」
後
段
冒
頭
の
文
)

(ロ)

「
徳
の
締
め
ざ
る
、
学
の
講
ぜ
ざ
る
是
れ
吾
が
憂
な
り
」
は
『
論
語
』
「
述
而
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
彼
の
提
唱
す
る
実
学
と
は
何
か
。
そ
れ
は
孔
子
の
一言
葉
か
ら
在

ち
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
修
身
と
読
書
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

雲
盟
諸
』
の
修
徳
と
詩
学
に
対
応
し
て
い
る
。

『
年
譜
』
で
は
こ
れ
以
下
、
実
学
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
「
四
行
五
学
」
各
々
に
つ
い
て
の
叙
述
が
あ
り
、
『
年
譜
』
の
「
講
学
大
旨
」
の
部
分
を
終
わ
っ
て
い
る
。
四

行
と
は
、
惇
行
孝
弟
、
崇
高
名
節
、
変
化
気
質
、
検
摂
威
儀
で
修
身
の
内
容
を
示
し
、

五
学
と
は
、

経
学
、
史
学
、

掌
故
の
学
、
性
理
の
学
、
辞
章
の
学
で
読
書
の
内
容

を
示
す
。

①
で
み
た
よ
う
に
、
朱
次
鴻
に
と
っ
て
読
書
と
は
格
物
で
あ
り
、
天
下
国
家
の
用
に
応
ず
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
が
五
学
と
し
て
よ
り
具

体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
五
学
の
強
調
は
、
空
理
空
論
を
事
と
す
る
学
風
に
相
対
し
て
お
り
、
彼
が
実
学
の
一
半
と
し
て
唱
え
た
四
行
で
さ
え
、
五
学
無
し
に
は
真
の
実

現
は
難
し
い
。
「
修
身
者
不
読
書
不
可
也
」
で
あ
る
。
五
学
に
も
と
a

つ
い
た
四
行
、
四
行
を
不
可
欠
と
す
る
五
学
、
こ
れ
が
朱
次
埼
唱
え
る
と
こ
ろ
の
実
学
の
精
神
で
あ

四
行
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
、
清
学
が
通
っ
た
轍
を
再
び
踏
む
こ
と
に
ほ
か
な

(
H
H
)
 

ら
な
い
。
四
行
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
に
は
当
時
の
学
者
へ
の
批
判
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

る
。
た
し
か
に
四
行
は
、
究
侃
倒
的
に
は
五
学
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

③ 

孔
子
へ
の
復
帰

②
に
引
用
し
た
文
で
、
朱
次
埼
は
「
孔
子
の
学
を
学
ぶ
の
に
漢
学
も
な
く
宋
学
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

「孔
子
の
道
を
天
下
に
著
し
、
百
位
の
仰
と
な
っ
た
」
と

言
っ
て
朱
子
を
讃
え
た
「
詩
学
大
旨
」
前
段
の
文
章
か
ら
推
察
す
る
と
、
堂
入
学
を
提
唱
し
た
後
段
で
は
、
も
っ
と
朱
子
学
に
直
接
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思

わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
孔
子
に
帰
着
す
る
。
も
っ
と
も
、
前
段
の
文
'
草
に
お
い
て
も
、
朱
子
が
百
世
の
師
で
あ
り
得
た
の
は
、
彼
が
孔
子
の
道
を
天
下
に
著
し
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
孔
子
の
道
で
あ
っ
て
、
朱
子
に
固
有
の
思
想
で
は
な
い
。
朱
子
の
哲
学
を
理
解
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
な
ら

ば
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
朱
次
埼
の
限
界
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

梁
啓
超
は
「
清
朝
の
学
術
史
は

宋
の
古
に
復
し
て
王
学
か
ら
解
放
さ
れ
、
漢
・
唐
の
古
に
復
し
て
程
・
朱
か
ら
解
放
さ
れ
、

西
漢
の
古
に
復
し
て
許
慎
・
鄭
玄
か
ら



解
放
さ
れ
、
先
秦
の
十
日
に
復
し
て

切
の
伝
注
か
ら
解
放
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
朱
次
埼
の
場
合
に
も
、
梁
啓
超
が
指
摘
し
た
時
代
の
傾
向
は
当
て
は
ま
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

康
有
為
は
、
伝
統
的
解
釈
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
孔
子
の
思
想
を
孔
子
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
思
想
家
で
あ
る
が
、
朱
次
埼
の
弟
子
と
し
て
み
た
と
き
、

以
上
の
よ
う
な
孔
子
へ
の
復
帰
の
思
想
、

ま
た
、
「
講
学
大
旨
」
中
に
み
え
る
「
孔
子
没
し
て
徴
一
一
一
一
口
絶
ゆ
」
の
一
一
一
一
口
葉
な
ど
は
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

小
野
川
秀
美
氏
も
「
漢
宋
を
越
え
て
孔
学
を
宣
揚
す
る
と
い
う
後
の
康
有
為
の
主
張
が
、
そ
の
端
緒
を
朱
九
江
に
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
否
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
思
わ
れ
る
い
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

七
六
四
l

一
八
四
九
)
を
漢
学
の
後
勤
と
し
、
紀
文
遠
出
で
て
百

年
来
、
聡
明
魁
異
の
士
多
く
漢
学
に
鍛
め
ら
れ
、
二
人
の
文
達
の
存
在
は
天
下
に
人
材
が
翠
に
な
っ
た
所
以
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
抗
元
は
両
広
総
督
の
時
代
、

清
学
の
開
祖
顧
炎
武
の
重
視

朱
次
埼
は
紀
文
達
(
紀
向
)
(
一
七
二
四
l

一
八

O
五
)
を
漢
学
の
前
茅
、
院
文
達
(
院
元
)
(

④ 

八

二
O
年
広
東
嶺
南
に
学
海
堂
を
立
て
、
経
学
を
以
て
後
進
を
誘
導
す
る
一
方
、
顧
炎
武
以
下
の
学
者
の
宥
益
な
著
述
数
十
種
、
千
四
百
巻
を
集
め
、
百
五
清
経
解
』
を
編

纂
し
た
。
朱
次
埼
は
こ
の
蓄
を

応
は
経
学
に
益
す
る
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
顧
炎
武
の

宋
学
者
の
説
を
共
に
学
問
の
対
象
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
と
異
な
り
、
こ
の
蓄
が
宋
学
を
尊
ぶ
者
を
除
い
て
い
る
の
は
甚
だ
偏
っ
て
い
る
、

と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
顧
氏
の
漢
・
宋
を
分
か
た
ぬ
と
こ
ろ
を
評
価
す
る
。

こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
で
あ
ろ
う
か
、
彼
は
貰
宗
裁
の
吋
間
関
儒
学
案
』
に
倣
っ
て
清
朝
の
儒
者
を
論
じ
た
著
書
を
執
筆
し
て
い
た
と
き
、
漢
学
・
伸
一
A

学
を
分
か
た
ず
に
弁

〈
却
)

じ
て
い
る
。
彼
が
学
海
堂
の
学
長
に
招
聴
さ
れ
て
も
就
こ
う
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
学
海
堂
の
方
針
が
そ
の
学
風
に
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
口

朱
次
埼
は
清
朝
経
学
の
開
祖
と
な
っ
た
顧
炎
武
の
言
を
重
ん
じ
た
人
で
あ
る
。

に
も
、
彼
が
顧
炎
武
の
「
経
学
郎
理
学
也
」
を
是
と
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
孫
海
波
は
次
の
よ
う
な
論
を
展
開
す
る
。

理
学
問
在
経
学
之
中
、
自
理
学
一
一
一
一
口
之
、
経
学
非
尽
理
学
之
事
。
此

清
代
経
生
、
誤
於
顧
氏
之
一
廿
一
口
、
畢
生
研
索
群
経
、
市
終
不
能
得
理
学
之
皆
趣
也
。
次
晴
求
理
学
於
経
学
而
不
可
得
也
口
〉

〈
不
知
顧
氏
経
学
即
理
学
之
説
、
特
為
明
季
空
疎
之
士
而
発
、
其
語
頗
有
流
弊
、

た
し
か
に
、
理
学
は
経
学
に
よ
っ
て
お
お
い
尽
く
さ
れ
な
い
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
理
学
は
本
来
経
学
を
離
れ
て
独
立
す
べ
き
学
問
で
あ
る
。
一
願
炎
武
は
朱
子
を
尊
敬

し
、
朱
子
に
も
と
や
つ
い
て
学
問
を
し
た
人
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
朱
子
が
篤
学
を
重
視
し
、
道
徳
を
尊
ん
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
哲
学
に
ひ
か
れ
た
か
ら
で
は
な

哲
学
・
思
想
論
集

第
十
二
号

七



清
宋
に
お
け
る
宋
儒
学
風
の
再
興

入

い
。
朱
子
の
理
学
に
対
し
て
は
厳
し
い
態
度
で
の
ぞ
ん
で
い
る
口
し
た
が
っ
て
、
朱
次
埼
が
仮
に
「
経
学
郎
理
学
也
」
と
い
う
顧
炎
武
の
考
え
方
に
忠
実
な
人
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
彼
の
朱
子
理
解
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
と
一
一
一
日
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
先
に
引
用
し
た
孫
海
波
も
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。
「
次
埼
が
義
理
を
言
う
の
を
考
察

し
て
み
る
と
、
詩
々
と
し
て
孝
弟
を
崇
び
、
名
節
を
尚
ぶ
こ
と
を
務
め
と
し
て
い
る
が
、
朱
子
の
尊
徳
性
と
発
明
性
理
の
説
に
つ
い
て
は
口
を
閉
ざ
し
て
語
ろ
う
と
し
な

(辺〉

い
。
こ
れ
は
次
清
が
名
は
朱
子
を
尊
ん
で
も
、
実
は
朱
子
精
微
の
処
に
つ
い
て
ま
だ
知
が
深
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」

④
で
は
、
朱
次
晴
の
朱
子
学
理
解
の
限
界
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
が
、
ま
だ
考
察
を
十
分
に
な
し
終
え
て
は
い
な
い
。
朱
子
を
尊
崇
す
る
と
同
時
に
、
顧
炎
武
を
章
一

視
し
た
と
こ
ろ
に
彼
の
朱
子
理
解
の
性
格
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

康
有
為
へ
の
影
響

〈お〉

『
康
南
海
自
編
年
説
己
に
よ
れ
ば
、
康
有
為
が
朱
次
晴
に
師
事
し
た
の
は
光
緒
二
年
(

八
七
六
)

か
ら
四
年
(
一
八
七
八
)

ま
で
、
十
九
歳
か
ら
二
十
一
歳
に
か
け

て
で
あ
る
。
朱
次
碕
は
康
有
為
の
祖
父
康
賛
修
の
友
で
あ
り
、

父
康
達
初
、
伯
叔
父
た
ち
の
師
で
も
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
彼
が
礼
山
の
草
堂
に
赴
い
た
と
き
、
師
は
七
十

歳
、
「
こ
れ
を
望
ん
で
は
山
岳
の
如
く
、
こ
れ
に
即
き
で
は
醇
酒
の
如
く
、
碩
徳
高
風
、
一
一
一
一
口
わ
ず
し
て
人
を
化
し
、
自
ら
知
ら
ず
し
て
興
起
発
奮
」
す
る
の
を
憶
え
る
が

如
く
、
そ
の
講
義
は
「
一
度
堂
に
登
り
て
学
を
講
ず
れ
ば
、
諸
生
敬
侍
、
威
儀
厳
粛
、
博
聞
強
記
に
し
て
、

(
討
)

遣
さ
ず
、
学
者
こ
れ
を
録
し
て
直
ち
に
喜
一
巻
を
成
す
可
き
」
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
旅
人
が
宿
を
得
、
古
人
が
光
を
見
た
よ
う
に
師
の
教
え
を
受
け
る
こ
と
に
満
足

一
本
〕
も
挟
ま
ず
し
て
群
書
を
引
用
し
、
貫
穿
誠
一
前
、
隻
字
も

し
、
洗
心
絶
欲
、
師
の
許
で

の
道
を
志
し
、
一
一
一
十
歳
以
前
に

み
尽
く
し
、
身
を
立
て
天
下
有
用
の
人
に
な
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
未
明
に
起
き
、
夜

半
に
寝
ね
、
そ
の

〈

2

の
童
は
日
に
寸
を
も
っ
て
は
か
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

康
有
為
は
元
来
読
書
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
口
自
家
の
蔵
蓄
を
好
ん
で
渉
猟
し
、

だ
多
か
っ
た
が
門
径
無
く
、
礼
山
で
は
じ
め
て
師
の
説
を
開
き
、

(
お
)

の
雑
博
の
書
は
皆
有
用
の
も
の
と
な
っ
た
、
と
述
懐
し
て
い
る
。

司
学

の
簡
朝
亮
、
胡
景
品
米
等
と
議
論
を
交
わ
し
て
か
ら
は
、
決
然
融
釈
貫
串
し
、

彼
は
三
年
で
師
の
許
を
辞
し
て
い
る
が
、
吋
年
譜
』
か
ら
は
そ
の
理
由
と
し
て
一
一
一
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
朱
次
消
は
唐
代
の
韓
愈
を
尊
敬
し
て
や
ま
な
か

っ
た
が
、
康
有
為
は
そ
の
韓
愈
を
文
に
巧
み
で
は
あ
っ
て
も
道
を
知
る
こ
と
は
少
な
い
、

と
言
っ
て
、
師
か
ら
戒
め
ら
れ
、

ま
た
門
人
か
ら
そ
の
不
遜
を
談
ら
れ
た
こ

と

四
庫
要
室
岡
大
義
の
概
略
を
知
っ
て
、
そ
れ
以
上
古
書
の
中
に
埋
も
れ
る
こ
と
が
、
自
ら
の
精
神
活
動
に
と
っ
て
益
な
き
こ
と
と
考
え
た
こ
と
、
静
坐
に
安
心
立
命
の



一
所
を
得
て
門
人
を
怪
し
ま
せ
た
こ
と
、

の
三
つ
で
あ
る
。
康
有
為
は
静
坐
養
心
に
つ
い
て
「
師
は
実
践
照
行
を
尚
び
、
禅
学
を
悪
み
、
そ
れ
を
無
益
の
こ
と
と
し
て
い
た

が
、
静
坐
し
た
と
き
に
は
忽
ち
に
し
て
天
地
万
物
我
と
一
体
と
な
り
、
大
い
に
光
明
を
放
ち
、
聖
人
の
境
地
を
得
た
よ
う
に
な
っ
て
欣
喜
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

二
十
二
歳
、
故
郷
に
帰
っ
た
康
有
為
は
西
樵
山
白
雲
洞
に
こ
も
り
、
道
教
、
仏
教
の
警
に
専
心
す
る
。
道
教
の
一
種
で
あ
ろ
う
か
、
「
五
勝
道
」
を
習
っ
た
の
も
こ
の

時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
に
は
香
港
に
遊
び
、
始
め
て
西
洋
の
政
治
に
も
法
律

制
度
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

西
欧
の
国
ぐ
に
を
夷
秋
と
し
て
視
る
こ
と
の
不
可

な
る
こ
と
を
覚
る
。
朱
次
晴
の
許
で
学
ん
だ
三
年
が
、
学
者
と
し
て
の
康
有
為
の
基
礎
を
養
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
数
年
は
、
こ
の
基
礎
を
も
と
に
思
想
家
と
し
て

の
出
発
を
準
備
し
た
自
学
自
修
の
期
間
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
以
下
、
こ
の
小
論
作
成
の
趣
旨
に
そ
い
、
康
有
為
が
朱
次
埼
か
ら
得
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

① 

詩
学
に
つ
い
て

康
有
為
が
広
東
長
輿
里
の
万
木
草
堂
で
学
を
講
じ
た
の
は
光
緒
十
七
年
(
一
八
九
一
)
、

三
十
四
歳
の
と
き
で
あ
る
。
草
堂
の
開
設
は
、
そ
の
前
年
に
始
め
て
会
っ
た

学
海
堂
の
若
き
俊
英
陳
千
秋
と
梁
啓
超
の
懇
望
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
草
堂
開
設
当
初
の
門
弟
は
彼
ら
二
人
を
含
む
二
十
人
足
ら
ず
で
、
そ
の
年
齢
は
十
五
、
六
歳
か
ら

十
八
、
九
歳
の
者
が
大
部
分
で
あ
り
、
冠
を
過
ぎ
る
も
の
わ
ず
か
に
二
、
一
二
人
に
過
ぎ
な
か
っ

uw
陳
千
秋
、
梁
一営
地
は
、
康
有
為
か
ら
考
証
学
が
無
用
の
旧
学
で
あ
る

こ
と
、
考
証
学
の
外
に
経
世
致
用
の
学
の
あ
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
と
き
、
大
い
な
る
感
銘
を
受
け
、
す
で
に
学
梅
堂
を
辞
し
て
い
た
。

『
長
輿
学
記
』
は
康
有
為
が
一
記
し
た
万
木
草
堂
の
学
規
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
で
彼
は
「
嘗
て
九
江
の
末
席
に
侍
し
て
大
賢
の
余
論
を
開
け
り
。
謹
ん
で
聞
く
所
を
調

し
、
二
、
三
子
の
為
に
之
れ
を
一
言
わ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
朱
次
碕
の
誠
学
が
康
有
為
の
講
学
に
対
し
て
与
え
た
影
響
、
礼
山
草
堂
の
規
模
が
万
木
草
堂
に
及
ぼ
し
た
影

響
は
小
さ
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

礼
山
草
堂
の
教
え
に
四
行
五
学
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
万
木
草
堂
一
に
も
四
綱
十
六
条
か
ら
な
る
学
規
が
あ
る
。
四
行
と
五
学
が
そ
れ
ぞ
れ
修
身
と
読
書
の
内
容
を
一
ホ
し
、

(
お
)

修
身
と
読
書
が
そ
れ
ぞ
れ
豆
盟
諸
』
「
述
而
」
第
三
の
修
徳
、
講
学
に
対
応
し
て
い
た
よ
う
に
、
康
有
為
の
四
綱
は
司
論
諮
』
「
述
而
」
第
六
に
由
来
す
る
。
『
長
興
学
記
』

前
半
の
内
容
は
主
に
こ
の
四
網
十
六
条
そ
れ
ぞ
れ
に
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

以
下
、
そ
の
注
の
部
分
を
除
い
た
四
綱
十
六
条
目
の
み
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な

る
志
於
道
、

四
目
:
一
日
格
物
、
二
日
腐
節
、
三
日
、
排
惑
、

四
日
慎
独
。

哲
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清
末
に
お
け
る
宋
儒
学
風
の
再
興

。

拠
於
徳
、
四
日
:
一
日
主
静
出
保
、
二
日
養
心
不
動
、
一
一
一
日
変
化
気
質
、

四
日
検
撰
威
儀
。

依
於
仁
、

四
国
:
一
回
敦
行
孝
弟
、
二
日
崇
尚
任
地
、
一
一
一
日
広
宣
教
恵
、

四
日
同
体
飢
弱
。

激於ザ一声、

問
自
:
義
理
之
学
、
経
世
之
学
、
考
据
之
学
、
詞
章
之
学
。

ヲ
日
食
輿
学
記
』
は
こ
れ
以
下
、
さ
ら
に
六
芸
の
学
、
詩
学
、
説
経
、

(
m
U
)
 

く
万
木
草
堂
講
学
の
構
想
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
口

巧

1
i
u
、

明

4
L
4
4
e

日
謀
、

四
恥
な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
康
有
為
の
描

今
こ
こ
で
内
容
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、

四
綱
十
六
条
目
を
一
見
し
て
気
付
く
朱
次
埼
の
教
え
と
の
共
通
点
は
、
修
身
の

経
世
の

の
重
視
で
あ
る
D

詩
学
の
内
容
は
別
と
し
て
、
実
学
を
尊
重
す
る
精
神
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
朱
次
瑞
は
康
有
為
の
中
に
な
お
強
く
生
き
続
け
て
い
る
。
銭
穆
は
「
万
木
草

堂
が
門
弟
に
勧
め
る
蓄
は
史
籍
が
第
一
、
理
学
が
第
二
、
諸
子
が
第
一
一
一
で
、
乾
・
嘉
以
来
の
考
証
学
派
が
必
読
の

し
た
も
の
は
与
り
得
な
い
。
そ
の
諸
学
態
度
は
乾

の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
秀
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
康
有
為
の

の
実
際
を
紹
介
し
、

万
木
草
堂
の
講
学
は
、
乾
・
嘉
以
来
の
学
風
に
新
紀
元
を

画
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
と
影
響
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
康
有
為
(
の
学
風
)

(
却
)

と
を
指
摘
す
る
。

と
草
堂
の
規
模
が
そ
の
師
朱
次
清
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
こ

「
辛
卯
余
年
十
九
、
南
海
先
生
始
諮
於
広
東
城
長
興
里
之
万
木
草
堂
:
:
:
先
生
為
議
中
国
数
千
年
来
学
術
源
流
、

歴
史
政
治
沿
革
得
失
、

取
万
国
以
比
例
推
論
・
・
・
・
・
・
日

諜
則
宋
一
克
明
学
案
二
十
四
史
文
献
通
考
等
」
(
梁
氏
一
ニ
十
白
述
)
。
こ
れ
は
銭
穆
が
康
有
為
の
誠
学
を
紹
介
す
る
た
め
に
引
用
し
た
文
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

は
銭
穆
を
し
て
新
紀
元
を
回
す
る
も
の
と
言
わ
し
め
た
学
風
が
窺
え
る
。

「
中
国
学
風
の
壊
、
本
朝
に
至
り
て
緩
ま
る
。
今
を
去
る
十
年
前
、
又
末
流
な
り
。

(訂〉

め
に
学
ぶ
の
み
」
は
梁
啓
超
の
一
一
一
一
口
で
あ
る
が
、
彼
の
と
ら
え
た
郎
の
学
風
は
「
孔
学
、
仏
学
、
宋
明
学
を
以
て
体
と
為
し
、
史
学
、

〈花〉

の
教
旨
は
専
ら
気
節
を
激
腐
し
、
精
神
を
発
揚
し
、
広
く
知
慧
を
求
め
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
万
木
草
堂
の

ハ
お
)

で
あ
っ
た
が
、
実
学
を
志
す
こ
と
を
忘
れ
ず
、
道
徳
と
学
問
を
共
に

の

」
ろ
な
く
、
知
る
と
こ
ろ
な
く

た
だ
利
禄
を
求
め
、
科
挙
の
た

西
学
を
以
て
用
と
な
す
も
の
で
、
そ

は
「
徳
育
十
の
七
、
智
育
十
の

と
一
吉
わ
れ
る
も
の

じ
る
学
風
は
朱
次
埼
と
共
通
で
あ
り
、
朱
次
埼
は
こ
れ
を
朱
子
の
学
風
に
得
た
の
で
あ
る
。

② 

朱
子
学
に
つ
い
て

康
有
為
は
礼
山
草
堂
で
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、
す
で
に
仏
教
、
道
教
等
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

に
よ
っ
て
道
術
を
知
り

市
こ
与
う
こ
-

p
い口
b
r
E
l
a

」
/
」



と
き
も
、
満
足
で
き
る
答
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
朱
次
埼
の
学
風
か
ら
み
て
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
自
編
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
斡
愈
の
道
術
が
浅
薄
だ
と
言

〈
山
川

)

っ
て
師
に
諭
さ
れ
た
の
も
こ
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
『
年
譜
』
で
は
ま
た
、
斡
愈
の
『
原
道
』
が
極
め
て
腐
浅
な
書
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
仏
教
、
道
教
の
教

え
を
認
め
な
い
韓
愈
の
考
え
方
は
、
彼
に
と
っ
て
納
得
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
長
輿
学
記
』
に
は
「
宋
明
理
学
、
朱
子
書
よ
り
の
外
は
陵
王
心
学
を

〈お〉

別
派
と
な
す
」
な
ど
、
朱
子
を
主
流
と
見
な
す
扱
い
方
も
窺
え
る
が
、
康
有
為
自
身
の
思
想
に
は
、
主
流
と
し
た
朱
子
よ
り
、
別
派
で
あ
っ
た
陸
・
王
に
強
く
ひ
か
れ
る

傾
向
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
だ
学
海
堂
の
学
生
で
あ
っ
た
梁
啓
超
に
学
問
の
方
針
を
問
わ
れ
た
と
き
、
彼
は
陸
・
王
の
心
学
を
も
っ
て
す
べ
き
こ
と
を
教
え

(お〉

て
い
る
。

康
有
為
の
思
想
は
万
木
草
堂
で
学
を
講
じ
る
こ
ろ
か
ら
次
第
に
明
確
に
な
り
、
内
孔
子
改
制
考
』
『
大
同
書
』
の
中
に
結
実
し
て
い
く
。
『
長
興
学
記
』
で
は
、
な
お
、

朱
学
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
向
き
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
後
、
思
想
が
明
確
に
な
る
に
つ
れ
、
宋
学
に
対
す
る
評
価
も
変
化
し
て
い
る
口
彼
は
孔
子
の
真
の
教
え
は
改

制
に
あ
り
と
す
る
考
え
方
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
孔
子
の
真
の
教
え
は

『
春
秋
』
の
微
言
と
し
て
『
公
羊
伝
』
の
中
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
孔
子
の
真
意
は
何
故
に
二
千
年
近
く
に
わ
た
っ
て
、
だ
れ
か
ら
も
思
い
起
こ
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
康
有
為
の
孔
子
解
釈
は
そ
れ
ま
で

に
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
ど
う
し
て
も
説
得
力
の
あ
る
説
明
が
必
要
で
あ
っ
た
。
梁
啓
超
は
「
南
海
康
先
生
伝
」
で
孔
教
を
復
原
す
る
た
め
に
は
第
一
に

中
小
学
、
第
二
に
飲
学
(
劉
欽
の
学
)
を
、
第
三
に
荷
学
(
萄
子
の
学
)
を
排
斥
し
、

そ
の
俗
学
た
る
ゆ
え
ん
を
明
弁
ず
れ
ば
、
雲
霧
を
扱
い
て
青
天
を
見
る
よ
う
に
孔
教

が
明
ら
か
に
な
る
と
言
う
。
即
ち
、
孔
子
の
真
の
教
え
が
二
千
年
も
の
間
だ
れ
か
ら
も
知
ら
れ
ず
に
い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
康
有
為
の
説
明
は
、
こ
の
三
学
が
そ
れ
を
蔽

っ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宋
学
を
排
斥
す
る
の
は
、
宋
学
が
わ
ず
か
に
孔
子
修
己
の
学
を
言
い
、
孔
子
救
世
の
学
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
飲
学
を
排
斥
す
る
の
は
、
歌
学
が
そ
の
作
偽
に
よ
っ
て
孔
子
を
認
い
、
後
叶
一
を
誤
ま
ら
せ
た
か
ら
で
あ
り
、
哲
学
を
排
斥
す
る
の
は
、
荷
学
が
わ
ず
か
に
孔
子
小
康

(
幻
)

の
統
を
伝
え
て
、
孔
子
大
同
の
統
を
伝
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
D

朱
子
を
尊
崇
し
た
朱
次
碕
の
弟
子
で
あ
る
か
ら
朱
子
を
尊
崇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
は
な
い
が
、
「
宋
学
は
わ
ず
か
に
孔
子
修
己
の
学
を
一
言
う
」
と
い
う
言

業
の
中
に
は
宋
学
理
解
の
限
界
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
『
長
輿
学
記
』
の
四
綱
十
六
条
自
の
中
に
は
、
格
物
、
慎
独
な
ど
、
宋
学
に
関
連
す
る

一
括
を
入
れ
て
い
る
が
、
自
ら
の
思
想
を
確
立
し
た
時
期
に
お
い
て
は
、
康
有
為
は
こ
の
一
訟
を
使
用
し
て
い
な
い
。
孔
子
に
は
決
し
て
宋
儒
の
よ
う
な
拘
わ
れ
た
、
か
つ
降

(
お
)

い
見
方
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
後
に
み
る
彼
の
考
え
方
で
あ
る
。

哲
学
・
思
想
論
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清
末
に
お
け
る
宋
儒
学
風
の
再
興

礼
山
に
学
ん
だ
康
有
為
の
宋
学
理
解
に
限
界
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ア

朱
次
晴
及
び
礼
山
草
堂
に
は
朱
子
学
を
伝
え
る
積
極
的
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
。

前
節
で
み
た
「
朱
次
埼
自
身
の
朱
子
学
理
解
の
限
界
」
や
「
孔
子
へ
の
復
帰
い
な
ど
が
そ
の
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

イ

「
孔
子
の
学
を
学
ぶ
の
に
、
漢
学
も
な
く
宋
学
も
な
い
」
と
い
う
'
邸
の
考
え
に
共
感
し
た
こ
と
。
(
こ
こ
に
は
、
朱
子
国
有
の
哲
学
が
も
っ
価
値
を
見
落
と
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。
)

¥:7 

朱
子
よ
り
も
陸
・
王
の
学
に
強
く
ひ
か
れ
て
い
た
こ
と
。

ニ乙

礼
山
を
辞
し
て
以
後
の
修
学
が
、
益
々
朱
子
以
外
の
学
問
に
ひ
き
つ
け
た
こ
と
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
朱
子
学
に
関
連
し
て
の
朱
次
鴻
の
康
有
為
へ
の
影
響
は
、
学
問
の
内
容
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

の
目
的
、
精
神
等
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
本
節
の
①
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
万
木
草
堂
で
の
詩
学
に
強
く
表
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
清
末
と
い
う
時
代
に
お
い
て
き
わ
め
て
意
義
の
あ
る

こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
朱
次
清
の
朱
子
学
理
解
が
、
前
節
の
④
で
み
た
よ
う
に
、
「
経
学
即
理
学
也
」
と
い
う
願
炎
武
の
考
え
方
に
忠
実
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
と
す
れ

の
範
鳴
に
入
ら
な
い
こ

(
犯
)

と
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
康
有
為
の
学
風
は
「
孔
学
、
仏
学
、
宋
関
学
を
体
と
な
し
、
西
学
、
史
学
を
用
と
な
す
」
も
の
で
あ
っ

(ぬ〉

て
、
こ
こ
で
は
宋
明
学
が
孔
学
か
ら
独
立
し
、
一
つ
の
学
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
銭
穆
は
、
康
有
為
が
義
理
を
朱
儒
に
帰
し
、
考
拠
を
清
儒
に
帰
し
た

(ω) 

一
一
婦
と
兵
な
る
と
こ
ろ
と
評
価
し
て
い
る
。

ば
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
康
有
為
の
朱
子
学
理
解
は
朱
次
埼
の
そ
れ
に
優
っ
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
康
有
為
は

こ
と
を
秀
れ
て
乾

③ 

孔
子
へ
の
復
帰
に
つ
い
て

小
野
川
秀
美
氏
は
『
康
南
海
自
編
年
譜
』
十
九
歳
の
条
を
、
「
康
有
為
は
朱
九
江
の
教
え
を
受
け
て
、
『
旅
人
が
宿
を
得
、
富
人
が
光
を
見
た
よ
う
に
』
始
め
て
学
問
の

門
径
を
与
え
ら
れ
た
」
(
傍
線
筆
者
)

文
、
「
与
え
ら
れ
た
門
径
は
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
『
漢
宋
の
門
戸
を
掃
い
去
っ
て
、
孔
子
に
帰
す

(
引
〉

る
』
、
と
い
う
そ
の
学
風
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
J

と
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
が
、
た
し
か
に
、
こ
の
筒
所
は
こ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
理
解
の
深
ま
る
と

と
補
っ
て
読
ん
で
お
ら
れ
る
が
、

こ
ろ
で
あ
る
。



康
有
為
は
『
自
編
年
譜
』
の
こ
の
少
し
後
で
、
「
自
家
の
蔵
蓄
を
好
ん
で
渉
猟
し
、
読
書
甚
だ
多
か
っ
た
が
門
径
無
く
、
礼
山
で
は
じ
め
て
師
の
説
を
聞
き
:
:
:
瞬
背

(部〕

の
雑
時
の
盟
国
は
皆
有
用
の
も
の
と
な
っ
た
」
(
傍
線
筆
者
)
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
、
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
門
径
に
よ
っ
て
自
ら
の
思
想
が
整
理
さ
れ
、
読
書
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
得
て
き
た
一
つ
一
つ
の
知
識
、
思
想
が
整
合
性
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
、
意
味
を
も
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
彼
は
師
の

襟

宋
の
門
戸
を
捕
い
去
っ
て
、
孔
子
に
帰
す
る
」
と
い
う
学
風
を
軸
に
、

そ
れ
以
後
の
思
想
を
形
成
し
て
い
く
こ
-
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
門
径
は
、
簡
朝
一
死
の

著
し
た

『
年
務
』
で
は
、
「
孔
子
の
学
を
学
ぶ
の
に
漢
学
も
な
く
、
宋
学
も
な
い
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
孔
子
に
託
し
て
自
ら
の
思
想
を
述
べ
た
と
も
言
い
得
る
康

有
為
の
後
の
著
述
の
内
容
と
の
関
連
で
考
え
る
と
き
、
第
一
節
の
③
で
述
べ
た
「
孔
子
へ
の
復
帰
」
と
い
う
朱
次
埼
の
思
想
傾
向
は
、
康
有
為
の
後
の
思
想
形
成
に
対
し

て
き
わ
め
て
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

朱
子
を
尊
崇
し
、
山
間
で
は
後
朱
子
と
よ
ば
れ
た
朱
次
埼
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
傾
向
は
、
あ
る
い
は
は
じ
め
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
康
有
為
が
弟
子
に
な

っ
た
最
晩
年
に
最
も
強
く
現
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

結
語
に
か
え
て

清
朝
末
、
中
国
読
書
人
層
、
知
識
人
間
閣
の
朱
子
学
研
究
の
水
準
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
朱
子
学
へ
の
関
心
そ
の
も
の
が
か
な
り
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
儒
教
の
権
威
が
急
激
に
低
下
す
る
こ
と
と
、
こ
の
朱
子
学
へ
の
関
心
の
低
さ
、
そ
の
研
究
水
準
の
如
何
と
は
密
接
に
関
わ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

朱
子
学
は
価
値
あ
る
一
つ
の
哲
学
体
系
で
あ
る
。
儒
教
は
宋
学
の
出
現
に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
思
想
を
質
的
に
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
朱
子
に
よ
っ
て
集

大
成
さ
れ
た
宋
学
は
、
そ
れ
以
前
の
儒
学
で
は
お
お
い
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
思
想
に
充
ち
て
お
り
、
そ
の
体
系
は
き
わ
め
て
理
論
的
で
あ
り
、
ま
た
倫
理
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
清
朝
約
三
百
年
の
歴
史
は
、
こ
の
哲
学
の
価
値
を
正
当
に
評
価
し
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
清
末
の
朱
子
哲
学
研
究
の
水
準
の
低
さ
は
、
そ
れ
以
前
の
歴

史
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
仮
に
こ
の
状
況
が
な
け
れ
ば
、
二
十
世
紀
中
国
の
思
想
的
状
況
は
別
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
漢
学
・
宋
学
兼
釆
の
儒
学
者
が
少
な
か
ら
ず
現
れ
る
の
は
、

一
つ
に
は
時
代
の
影
響
、
二
つ
に
は
方
東
樹
な
ど
桐
城
派
の
存
在
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
前
者
の
方
が
よ
り
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
実
践
と
の
関
わ
り
を
重
ん
じ
る
朱
子
学
を
時
代
が
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
末
の
朱
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清
末
に
お
け
る
宋
儒
学
風
の
再
興

四

子
学
研
究
は
、
そ
の
哲
学
理
解
に
お

い
て
ま
だ
限
界
が
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
朱
子
を
尊
崇
し
て
い
た
朱
次
清
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
朱
子
学
に
か
か
わ
り
を
も

つ
も
の
が
こ
の
時
代
に
果
た
し
得
た
役
割
り
は
、
そ
の
学
風
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

即
ち
、

道
徳
と
学
聞
を
共
に
重
ん
じ
、
実
学
を
士
山
す
と
い
う
学
風
で
あ
る
。
こ
れ
は

朱
次
埼
に
お
い
て
、

ま
た
康
有
為
に
お
い
て
然
り
で
あ
る。

j主1 

支
偉
成
の
『
清
代
撲
学
大
師
列
伝
』
で
は
、
断
奥
派
漢
{
木
一
策
採
経
学
家
と
し
て
許
宗
a

彦
、
金
総
、
徐
時
棟
、
賞
式
三、

賞
以
周
、
林
伯
桐
、
陳
浪
、
経
文
燦
、
朱
次
埼
、
朱

一
新
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

(
2
)
 
『
漢
学
商
免
』
「
序
例
」
に
道
光
丙
戊
四
月
と
あ
る
P

道
光
丙
成
は
一
八
二
六
年
。

「
序
例
」
に
よ
れ
ば
、
方
東
樹
が
漢
学
考
証
学
者
に
反
駁
を
加
え
る
の
は
、
彼
ら
が
次
の
よ
う
な
理
由
で
朱
子
を
攻
撃
し
て
い
る
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
講
学
が
門
戸
を
標
筋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
争
し、

家
国
に
ゆ
十
一
口
を
為
し
た
こ
と

(ご〉

心
を
苦一
口
い
、
性
を
一一一
口
い
、
理
を
一
士一口
う
こ
と
に
よ
っ
て
空
鹿
に
堕
し
、
心
学
、
禅
宗
の
如
く
な
り
、
聖
道
を
乱
し
た
こ
と

日

性
命
を
高
談
し
、
書
を
束
ね
て
観
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
空
疎
不
学
と
な
り
、
経
術
を
荒
廃
さ
せ
た
こ
と

(
3
)
 
梁
啓
超
『
浩
代
学
術
概
論
』
第
十
九
章
。

4 

白
蓮
教
の
大
叛
乱
(
一
七
九
六

i
一八

O
四
)
、
頻
発
す
る
農
民
恭
助
、
阿
片
戦
争
(
一
八
四

O
l四
二
)
、
太
平
天
国
の
乱
(
一
八
五

O
l六
回
)
、
ア
ロ

l
号
事
件
(
一
八
五
六
|
五

八
)
な
ど
、
十
八
世
紀
末
以
来
、
中
国
は
止
む
こ
と
の
な
い
内
憂
外
忠
に
苦
し
め
ら
れ
る
。

5 

清
朝
考
証
学
は
明
末
の
王
学
に
対
す
る
反
動
と
し
て
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
王
陽
明
米
流
の
土
が
世
話
を
束
ね
て
見
る
こ
と
を
せ
ず
、
空
理
空
論
を
事
と
す
る
学
風
に
接
し
て
、
人

び
と
は
心
機

一
転
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
清
朝
考
証
学
の
閲
組
は
願
炎
武
(
一
六
二
ニ
八
二
)
で
あ
る
。
彼
は
明
末
の
学
風
に
対
し
て
攻
撃
を
加
え
、
そ
の
非
は
王
陽
明
に
あ
り
と

し
た
。
直
接
に
程

朱
を
攻
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
経
学
か
ら
独
立
し
て
理
学
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
。

「経
学
即
理
学
也
」
は
宋
学
に
関
す
る
彼
の
立
場
を
示
し

た
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
朝
初
期
の
学
風
は
、
慨
し
て
、
王
学
を
諮
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
宋
学
に
攻
撃
を
加
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

(
6
)
 
陳
浪

『
東
塾
堂
読
書
記
』。

簡
朝
亮

『
朱
九
一
乱
先
生
集
』
「
朱
九
江
先
生
年
譜
」
五
十
一
一
歳
の
条
。

(
8
)
 
以
下
、
朱
次
埼
の
生
涯
に

つ
い
て
の
記
述
は
、
主
に
筒
朝
一
苑

『
朱
九
江
先
生
集
』
に
よ
っ
た
。

(
9
)
 
編
集
の
中
心
は
筒
朝
亮
で
あ
り
、
序
文
の
執
筆
年
は
光
緒
二
十
三
年
(
一
八
九
七
)
で
あ
る。



さ
ら
に
後
年
、
成
有
為
は
「
朱
九
江
扶
文
」
を
雑
誌
『
不
忍
』
に
掲
載
す
る
が
、
彼
の
序
文
執
筆
年
は
光
緒
三
十
四
年
(
一
九

O
八

で
あ
る
。

(
凶
)

小
野
川
秀
美
氏
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』
八
九
真
。

11 

『
年
，
諮
』
五
十
二
歳
の
条
。

(ロ)
原
文
は
「
子
日
、
徳
之
不
備
也
、
学
之
不
誠
山
也
、
関
誌
不
能
従
也
、
不
設
問
不
能
改
也
、
走
一
五
日
憂
也
。
」

13 

」
の
語
は
、
四
行
の
説
明
が
終
り

五
学
の
説
明
が
始
ま
る
と
き
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

14 

惇
行
本
弟

文
字
通
り
誠
を
以
て
孝
弟
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
。
今
の
学
者
は
古
の
孝
弟
を
開
い
て
、
気
持
ち
の
う
え
で
は
賛
向
し
な
が
ら
も
、
行
い
が
と
も
な
わ
な
い
。
そ
れ
は

誠
が
な
い
か
ら
だ
と
朱
次
埼
は
述
べ
て
い
る
。

『
孝
経
』
の
「
立
身
行
道
、
揚
名
於
後
世
、
以
顕
父
母
」
を
引
き
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
立
身
也
者
」
こ
そ
が
名
節
の
謂
な
り
と
す
る
。
今
天
下
の
士
は
利

を
好
み
、
名
節
を
軽
ん
じ
て
い
る
。
こ
の
風
潮
は
二
百
年
に
達
し
て
い
る
。

品
目
川
司
ヤ
ロ
庁
ロ

ト
庁
プ
〉
ト
・
ベ
イ

t
r
z

変
化
気
質
よ
く
己
に
克
ち
気
質
に
勝
て
ば
、
万
事
よ
く
成
す
こ
と
が
で
き
、
徳
も
摘
ま
る
。
己
れ
に
克
つ
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
気
質
が
勝
ち
、
万
事
筈
に
遇
う
の
で
あ
る
。

気
質
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
学
者
の
元
亀
で
あ
る
。

心
し
て
威
儀
を
そ
な
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ふ
f

の
学
者
は
そ
の
こ
と
に
心
を
つ
か
わ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
力
に
も
乏
し
い
。
詩
「
瞬
印
」
の
「
不
弔
不
祥
、
威
儀

不
類
」
の
よ
う
に
、
威
儀
普
か
ら
ざ
る
は
亡
国
の
徴
で
あ
る
。

検
摂
威
儀

15 

梁
啓
超
『
清
代
学
術
概
論
』
第
二
章
。

16 

小
野
川
秀
美
氏
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』
九

O
頁。

文
達
は
誼
。
乾
隆
十
九
年
(
一
七
五
四
)
の
進
士
で
翰
林
院
編
修
と
な
り
、
後
に
『
凶
庫
全
害
総
目
提
要
』
を
作
る
。
そ
の
識
甚
だ
卓
越
し
、
彼
に
そ
の
谷
を
指
摘
さ
れ
る
と
辞
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
時
は
文
字
の
獄
し
ば
し
ば
起
こ
り
、
治
学
の
土
皆
口
を
減
し
て
敢
て
先
王
経
世
の
志
を
言
い
得
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
。

文
達
は
一
部
。
官
歴
か
ら
い
え
ば
、
漢
学
者
と
し
て
は
最
も
栄
達
し
た
人
。
翰
林
編
修
よ
り
窟
事
と
な
り
、
各
地
の
学
政
、
巡
撫
、
総
督
を
歴
任
、
道
光
十
五
年
、
七
十
二
歳
の
と
き

17 18 

櫨
仁
閣
大
学
土
と
な
り
、
致
仕
後
太
侍
の
衝
を
加
え
ら
れ
た
。
生
前
に
太
侍
を
得
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。

19 

「
朱
九
江
先
生
年
譜
」
五
十
二
歳
の
条
。

20 

同

(
幻
)

存
率
学
社
編
集
『
中
国
近
三
百
年
学
術
思
想
論
集
』
四
ニ

O
頁。

孫
海
波
「
朱
九
江
学
記
」

(
幻
)

同

四
一
九
頁
。

な
お
、
朱
次
碕
の
笑
学
で
あ
る
五
学
の
中
に
は
義
理
の
学
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
孫
海
波
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
朱
氏
の
四
行
五
学
の
教
、
そ
の
笑
を
詐
殿

哲
学
・
思
想
論
集

第
十
二
号

五



清
末
に
お
け
る
宋
儒
学
風
の
再
興

一
六

九
日

ω)
す
る
と
叩
四
行
は
修
身
の
本
を
為
し
、
義
理
の
学
は
又
四
行
の
注
脚
を
為
し
て
い
る
。
然
れ
ば
、
読
書
の
五
学
、
名
は
五
と
い
え
ど
も
、
条
目
実
は
四
で
あ
る
。
」

こ
の
警
は
光
緒
二
十
四
年
(
一
八
九
八
)
、
戊
成
の
政
変
で
日
本
に
亡
命
し
た
直
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
M
)
 
康
有
為
「
朱
九
一
立
先
生
佼
文
序
」
円
一
小
忍
雑
誌
葉
一
腕
』
初
集

四
四

O
頁。

「朱
九
江
先
生
侠
文
序
」
は
光
緒
三
十
四
年

(
一
九

O
八
)
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
お
)

『
康
南
海
白
編
年
譜
』
十
九
歳
の
条
。

(
お
)

問

28 27 

梁
啓
超
「
南
海
先
生
七
十
寿
一
一
一
一
口
」
『
飲
ば
室
文
集
』
第
四
十
四
の
上

子
日
、
志
於
道
、
議
於
徳
、
依
於
仁
、
滋
於
十
一
声
。
(
『
論
語
』
「
述
而
」
)
二
八
一
且
。
の
四
句
が
そ
の
ま
ま
四
綱
に
対
応
す
る
。

29 

梁
啓
超
は
「
南
海
康
先
生
伝
」
の
中
で
、
万
木
草
堂
の
学
綱
と
学
科
を
表
に
し
て
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
康
有
為
の
構
想
が
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
し
て
も
、
西

学
の
影
響
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
ι

梁
啓
超
が
表
に
示
し
た
学
科
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

義
理
の
学
:
孔
学
、
仏
学
、
周
秦
諸
子
学
、
宋
明
学
、
泰
西
哲
学

考
据
の
学
:
中
国
経
学
史
学
、
万
国
史
学
、
地
理
学
、
数
学
、
格
致
学

経
世
の
学
・
・
政
治
原
理
学
、
中
国
政
治
沿
革
得
失
、
万
国
政
治
沿
革
得
失
、
政
治
実
応
用
学
、
護
学

文
字
の
学
:
中
国
詞
章
学
、
外
国
語
言
文
字
学

「
南
海
康
先
生
伝
」

『
飲
泳
室
文
集
』
第
六

A
¥
7
L
rs
、o

J

ノ
コ
ょ
っ
トHL
/

30 

銭
穆

『
中
国
近
一
二
百
年
学
術
史
』
六
三
八
|
九
頁
。

31 

「
南
海
康
先
生
伝
」
吋
飲
泳
室
文
集
』
第
六

六
回
頁
。

32 

六
二
頁
。

l司

33 

六
五
頁
。

同

(
弘
)

吋
康
南
海
自
編
年
譜
』
二
十
一
歳
の
条
。

(
お
)

『
長
興
学
記
』

二
五
頁
。

36 

梁
啓
超
「
コ
一
十
自
述
」
『
飲
泳
室
文
集
』
第
十

一
六
i
七
頁
。

(
幻
)

『
飲
泳
室
文
集
』
第
六

六
七
|
八
頁
。

ま
た
、
梁
啓
超
は
「
支
那
の
宗
教
改
革
を
論
ず
」

の
中
で
、
「
二
千
年
来
の
学
術
は
漢
学
と
宋
学
で
、
ど
ち
ら
も
萄
学
か
ら
出
て
い
る
か
ら

二
千
年
に
わ
た
る
学
術
は
す
べ
て
荷



学
世
界
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

「支
那
の
宗
教
改
革
を
論
ず
」
は
康
有
為
の
考
え
方
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

39 38 

銭
穆
『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
』

六
三
六
頁
0

・梁
一位
超
は

「
経
学
則
理
学
也」

に
つ
い
て
、「
『
経
学
は
即
ち
理
学
な
り
』
の
一
語
は
、
願
炎
武
の
創
設
し
た
学
派
(
清
朝
考
証
学
)
の
新
し
い
旗
印
で
あ
る
。
そ
れ
が
正
当
か
否
か

は
に
わ
か
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
今
日
の
目
を
も
っ
て
見
れ
ば
、
此
の
語
に
は
二
つ
の
欠
点
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
経
学
を
理
学
に
代
え
る
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
は

一
つ
の
偶
像
を
倒
し
て
別
の
偶
像
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
他
の

一
つ
は
、
理
学
は
哲
学
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
経
学
を
離
れ
て

一
つ
の
独
立
し
た
学
科
に
為
る
‘
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
『
飲
泳
室
専
集
』
第
六
間

「
清
代
学
術
祇
論
」

九
頁
)
。

40 

銭
穆
『
中
国
近
三
百
年
学
術
史』

ハ
三
七
頁
。

41 

小
野
川
秀
美
氏
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』

九

一一員。

哲
学
・

思
想
論
集

第
十
二
号

一
七



清
末
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け
る
宋
儒
学
風
の
再
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A Return to the Higher Concerns of 

Chu tzu Study (朱子学)in the Rate Ch'ing (清末)

Atsuo BEPPU 

In China， the eighteenth century had been dominated by the schoo1 of empirical 

research (K'ao-cheng p'ai一考証学). This schoo1 had itself arisen at the end of the 

Ming dynasty (明朝)in reaction to what its protagonists regarded as the sterile me-

taphysics of the Sung (宋)and Ming dynasty. Their program in fact lead to an 

immense scholar1y achievement. But the origina1 pragmatic aim tended to fade into 

the background. By the middle of the nineteenth century a reaction had set in 

among some against the sterility of the schoo1. 

Chu ts'u c1γi also represented a reaction and took up a defense of the philosophic 

concerns of the Sung thinkers. He was a Confucian who venerated Chu Hsi (朱蕪).

Attention wil1 be focused primarily on Cl1u ts'u chγs character and ideas. In 

paragraph 2 we consider what k'ang yu・weilearned from his teacher. He was a 

disciple of Chu ts'u ch'i. 
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